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食材の調達基準案を踏まえた水産物に
係る対応について
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調達基準への対応（水産物）

•水産物輸出力の
強化

•我が国発の水産
エコラベル認証の
国際化

【現状】 【2020東京大会時】 【レガシー】

東京大会に
向けた取組

更なる推進
資源管理計画・漁場改善計画
に基づき持続可能性に配慮し
て行われている水産業が大宗

（課題）
• 水産エコラベル認証に対する関
心が低い

• 海外市場に向けて国内水産業
の持続可能性を客観的に証明す
る手段がない

※GSSI (Global Sustainable Seafood
Initiative): ドイツ政府が出資母体の国際
組織。FAOの水産エコラベルガイドライ
ンに基づいた基準により、認証の信頼性
を客観的に評価。

• 国際標準化されたＭＥ
Ｌ等の我が国発の水
産エコラベル認証水産
物が一定程度普及

• 国産水産物の東京大
会への供給

ＭＥＬ等国内認証水産物
生産認証：26件

ＭＳＣ等海外認証水産物
生産認証：４件

資源管理計画・漁場改善
計画の下で生産された
水産物
（全漁業・養殖生産量の９割
をカバー）

資源管理計画・漁場改善計画に基づいて
いないもの

ＭＥＬ等認証水産物
（国際水準） ＭＥＬ等認証水産物

（国際水準）

ＭＳＣ等海外認証
水産物

GSSI承認取得に
よる国際標準化

国内を中心とした
普及促進

GSSIの承認を受
けた海外水産エ
コラベルとの相
互承認を推進

海外を中心とし
た普及促進

ＭＳＣ等海外認証
水産物
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○ 国内認証数（海外認証実績はない）
漁業認証：２４件
加工流通認証：５２件

○ 認証取得にかかる経費
漁業認証取得費用：約100万円
加工流通認証取得費用：約30万円

新・ＭＥＬジャパン

我が国発の水産エコラベル認証による輸出力強化

我が国発の水産エコラベル認証の取得を推進 【２５，０００千円】

〇我が国の事業者にとって言語やコストなどの面で取り組みやすく、かつ、国際取引にも対応できる水産エコラベル認証制度が求められ
ていることから、日本発水産エコラベル認証の国際標準化を推進するとともに、認証の取得を推進し、東京オリンピック・パラリンピック
競技大会を契機として、国産水産物の消費拡大と輸出力の強化を促進する。

＜MELジャパン概要＞
一般社団法人マリン・エコラベル・ジャパン
協議会が運営（平成19年設立、平成28年
一般社団法人化）。我が国の資源管理の
取組を踏まえた認証制度。

世界的な水産物

需要の高まり

世界市場

資源情報提供体制の構築

 あらゆる利用者にとって一目でわかる資源情報の提供
最新の科学情報のデータベース化

最新の科学情報の活用

認証製品
の輸出

ＭＥＬジャパン

現 状

＜利点＞
 言語やコストの面で取り組みやすい

 多様な魚種と漁業形態を有する我
が国の資源管理の取組を十分反映
している

＜問題点＞

 国際的な認知度が低く、国際的な
取引の場では活用されていない

○今までの利点を維持

 言語やコストの面で取り組
みやすい認証

 多様な魚種と漁業形態を有
する我が国の資源管理の取
組に対応した認証

○国際取引にも対応

 国際的な認知度向上により、
国際取引においても活用さ
れる認証

 我が国と似通った漁業形態
を有するアジアなどの国・地
域にも適用できる認証

認証の目指す姿

東京オリンピック・
パラリンピック競技
大会を契機として、
国産水産物の消
費拡大と輸出力強
化に寄与

認
証
取
得
支
援

資源情報
の発信

国
際
標
準
化

※本事業は 部分の

事業内容を補助 2




